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1. はじめに 

近年，スマートフォンが普及し，画像を編集するソフト

ウェアの開発が盛んに行われている．これらのソフトウェ

アを用いることで，ユーザは専門的な知識が無くても画

像に対して様々な効果を与えることができる．特に，ソ

ーシャルネットワークに投稿される画像は，周囲からの

注目を集める必要があるため，非写実的画像などの印

象的な画像へと変換することが有効である． 

非写実的画像とは絵やイラストなどの写真ではない

画像のことであり，非写実的画像へと変換することで画

像を使用する人の意図や感性，画像の中の一部の情

報などを強調して伝えることができる[1]．これらの変換

は，ユーザが画像編集ソフトを用いて行うが，画像ごと

に処理を行う必要があり，作成者の技術が求められる．

この非写実的画像を作成する手法として AI の一種であ

る GAN を用いたものがある．GAN とは，敵対性生成ネ

ットワークと呼ばれる機械学習で，主に画像生成に用い

られる手法である．しかしながら，AI ベースの手法では，

大量の学習データが必要になり，また学習データと傾

向の異なる画像が入力された際に，不自然な結果が得

られてしまう． 

本研究では，AI ベースではなく，一般的な画像処理

に基づいた領域分割[2]により，この非写実的画像の中

でも，ピクセルアート[3，4]の自動生成を試みる．  

 

2. ピクセルアートとは 

ピクセルアート（ドット絵）は，図１のように作家が画素 

 

  

図１．ピクセルアートの例 

 

 

単位で色を配置して作る画像で，主に初期のビデオゲ

ームで用いられている．コンピュータの機能的な制約に

よって生まれた視覚表現で，画像を構成する最小要素

としてのピクセルが視認できる程度の解像度で描かれ

ている．現在でも需要があり，ピクセルアートに関する研

究も行われている． 

 

3. 提案手法 

本研究では，提案手法として画像の領域分割を用い

たピクセルアートの自動生成を行う． 

画像の領域分割は，画像中における特徴や性質が

類似した画素の集合ごとに分割を行う画像処理である．

領域分割を行うことで，同じ特徴を持つ領域ごとに配置

する色を指定し，色やピクセル数などの情報量を減少さ

せることができ，ピクセルアートを生成することができる． 

 

4. 実験方法 

入力画像は，均一なサイズの正方形に加工した非写

実的画像ではない自然画像とする．入力画像に対して，

領域分割による画像処理を行い，ピクセルアートを生成

する．評価手法として，人の目によるアンケート評価を

行う． 

  

5. まとめ 

本研究では，自然画像からピクセルアートの自動生

成を行う．機械学習を用いると，学習データが大量に必

要になり，学習データと傾向の異なる画像が入力された

際に不自然な結果が得られてしまうため，画像の領域

分割によってピクセルアートを生成する． 
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